
（別紙３）

～ 令和7年2月15日

（対象者数） 40 （回答者数）
20

～ 令和7年2月15日

（対象者数） 10 （回答者数）
10

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

小集団での活動に加え、個別専門的な支援も今後行っていき

たい。

2

今後も可能な限り保護者様のご希望に対応していくため、業

務改善・効率化を図り、職員の負担軽減を行っていく。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

地域との活動を楽しみながら出来るようなレクリエーション

活動を設定し、他施設の方とも交流を図っていく。

2

保護者会や研修会、交流会等を企画し開催出来るように検討

していく。

3

放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」や

「5領域」を網羅できる活動内容となっていること。

活動内容を考える時に「4つの基本活動」「5領域」を意識し

検討している。基本の活動内容を決定した後、ご利用者様の発

達段階や興味関心に合わせ、複数の活動内容を検討している。

ご利用時間を保護者様の就労やご都合に合わせて対応できるこ

と。

可能な範囲で柔軟に保護者様のご希望に対応し、ご利用者様へ

の支援だけでなく、保護者様の就労継続やごきょうだいとの時

間確保、保護者様自身の時間確保等々、ご家庭に対し総合的な

支援を行えるよう努めている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

地域施設や地域住民との交流が不足している。 児童センターや公民館等と交流や活動を行う機会を設定出来て

いない。

保護者会やペアレント、交流会等が不足している。 保護者会や保護者様向けの研修等の開催を行えていない。

令和6年12月15日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年2月28日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 　放課後等デイサービス　太陽の子鶴ケ谷

○保護者評価実施期間
令和6年12月15日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


